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論文内容要
旨
 モミはわが国固有の常緑針葉樹で,天然分布の南限は鹿児島.県屋久島で北限は釜石市星崎とされ
 ている。従って,宮城県および岩手県南部を含む地域はモミの北限地帯となっている。この北限地
 域の平地。丘陵地帯では部分的にはモミの優占する林もあるが,一般的には.モミとイヌブナが混
 生する林が極相林となっている。モミが優毒する林は四園や九州では主に山岳地帯にあるが,この
 北限地帯では人間の主要な生湧圏内にあるため.人為的影響を受けることか著しく,多くは破壊さ
 れてしまっている。しかしとくに自然が保存されてきたところに,極相林やモミを含む二次林がわ
 ずかに残存している。近年各地に開発の手がのびて,極相林やモミの優毒する林が消失の危機に毘
 舞われ,植物生態学の研究の上からも,また自然環境保全の立場からも極めて憂慮すべき事態に立
 ち至っている。しかしながら,このような貴重な林の研究はまだ一部分しか行われていないうらみ
 がある。
 そこで筆意は生態学的な立場からモミの天然分布の北限地帯において壬ミの分布とそれを含む林
 (モミ林)について分布.組成,構造および遷移など,植物生態学的な特質を明らかにするために
 詳細な研究を行った。
 元来,モミ林が成立する地帯は暖帯常緑広葉樹林帯から温帯落葉広葉樹林帯へ推移する地域で・
 森林帯の区分の上で多くの研究董によって論議されているが,本北限地帯ではこの森林帯の推移を
 具体的に検討するのに適当していると思われるので,この地域が果して暖}温の推移帯的の性質を
 もつかどうかを探究することにも努めた。
 モミの分布
 東北地方におけるモミの自然分布は表日本側1こほ冥限られ,水平的には福島県より北上し,宮城
 県に入り,酋縁は白石衛小原弥太郎山と岩手県前沢町を結ぶ線である。北縁は前沢晦から北上編沿
 いに少し下り。大東町摺沢から大船渡市盛に達する線である。これら2つの線に囲まれた太平洋の
 地域がモミの自然分布の北限地域となる。
 この北限地帯における垂直分布の鍛高地、点は阿武隅山地の手倉山で標高660肌,頭部山岳地帯
 の弥太郎山では標高500肌,北限の前沢時では標高60融になっている。最低地点はこの北限地
 帯全体を通じて標高ioηt内外の海岸近くの地域である。
 モミは大船渡市盛より以北は海撰沿いに不連続に分布し,釜石市羅綺.出願市船越および宮古帯
 黒森神鹿などにみられる。また,日本海鋤では北限とされている秋照県能代市羽立や由本町および
 山形県で3ケ所が知られている。大船渡市盛似北のものや由形県や秋田県のものは植栽され,たもの
 一508一
 を母樹として自生化したものと思われる。
 モミの分布限界線と気候要図の等値線との関係を検討して見ると積雪と温度が大きな関係をもつ
 ものと思われる。最深積雪1那,暖かさの撫数85か分布の限界を規定すると考えることができる。
 また種子の撒箱期の風尚や風速も分布に大きく影響している。
 裏日本にみられるモミは植栽されたものから繁殖したもので,積雪や温度が表日本の北限地帯に
 似た地域に限り自生化したものと考えられる。表類本の大船渡市以北のモミも天然分聯と奪える
 のは極めて疑わしい。
 北限地帯では突発的におこる異常な積雪や風も分布を制限する大きい要因と考えられる。
 モミ林の分布、群落型および構造、モミ林の分布
 北限地帯においてはモミ林は稀ではあるが平地および海岸地帯から標高500融の地帯まで見ら
 れ,とくに纈台地方から牡鹿半島にかけて多い。モミの極相林としては寓城県南部の平地・丘陵の
 カシ林地帯に接する所ではモミ・ウラジ・ガシ林となり,中部以北の平地,丘陵地帯ではモミ・イ
 ヌブナ林となっている。また二次林としてはモミ・タブ林やそミーコナラ。クリ林,モミ。スギ林,
 モミ純林,モミ・アカマツ林などが認められる。宮城県北部ではモミ林とブナ林との間にイヌブナ
 林が介在する。
 モミを含む森林群落
 極相林:この林はモミの純林となっている場合はなく,イヌブナ,イヌシデ,アサダ,クリなどの
 落葉広葉樹と混生しているのが普通である。
 名取市高舘舘鋤には暖地性植物を豊富にもつモミ・ウラジ・ガシーヤブコウジ群落がみられる。
 仙台市佐保山にはモミと落葉広葉樹が混生するモミ・イヌブナーアズマネザサ群落があり,その東
 に位する東北大学植物園には低木磨でスズタケが優勢なモミーイヌブナースズタヶ群落が成立して
 いる。また.松島町宮廷1にはモミ。イヌブナーアオキーヤブコウジ群落があり,暖地性植物を豊富
 に含んでいる。
 阿蔵隅濃地の手倉山東麓には当地方稀にみる見事な林かモミ・イヌブナ群落の形で成立している。
 一方,西側の奥羽清麗弥太郎由南側にはモミ・イヌブナーヒメカシスゲ群落か発達している。こ』
 の斜面下都や凹地など土騒が深い勝には落葉広葉樹が優勢でモミは少いが,屡根筋や稜線などの土
 壌が浅く職1燥するような所にはモミに混ってキタゴヨウやアカマツなどか多い群落となり,地形に
 よる強み分けがみられる。また金華山島量こもや㌧広い面積のモミ林かみられるが野生する鹿によっ
 て構造的にも緯成的にも歪められている。栗駒山麓にはブナ林とモミ林との間にイヌブナ林が介在
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 している。この林はモミーイヌブナ林に比べてブナ林構成要素を多く含みイヌブナ一方クノカγス
 ゲ群落となっている〇
 二次林二極相林が破壊されたあとにもモミの優勢な林が成立する場合かあり,比較的自然が保護さ
 れている羅有林や神社林などに多くみられる。海岸地帯の潟だまりのような所にはタブ林が発達す
 るが,それが伐採されたあとなどにモミが侵入して,モミ・タブーヒサカキーヤブコウジ群落とな
 っている。平地.丘陵地帯ではコナラ・クサの二次林に侵入してモミーコナラ・クリ群落をつくっ
 ている。
 神社の境内にはスギが植林される傾向が多いが,これにモミが侵入してモミ・スギ林となり,モ
 ミ。スギーアォキーヤブコウジ群落の形をとっている。牡鹿半島牧の崎にはモミ・スギーヤブムラ
 サキーヤブコウジ群落がみられる。モミーコナラ・クリ林やモミ。スギ林などでモミを撫育すると
 モミ純林を形成する。露石市小原の赤沢山にはモミ群落かあったが,最近伐採された。また牡鹿半
 島駒ヶ盗にはモミーヤブムラサキーキッコウハグマ群落かあり,牧の崎にはモミーヤブムラサキー
 ヤブコウジ群落が成立している。松島町瑞厳寺の裏海にはモミーヤブムラサキーアォキーヤブコウ
 ジ群落がみられる。牡鹿半島などの土壌が浅く乾燥するところにはモミ・アカマツ林が成立するが,
 牡鹿半島の駒ケ盗東斜面ではモミ。アカマツーヤブムラサキーキバナノアキギリ群落として,雄勝
 町白銀騎ではアカマツーモミーヤブコウジ群落の形で存在する。
 以上畠現する群落のうち主なものについて群落構造図を描き,それらの構造を明瞭にした。
遷移
 極相林の維持:最も原生林的な林相をもつモミ・イヌブナ群落で?つの方形区の階麟構造図を描
 き,天然更新の過程を探究した。この群落は高木層において,モミが優占する林分(モミ林型),
 落葉広葉樹が優志する林分(落葉広葉樹林型)とモミと落葉広葉樹が混生する林分(混交林型)の
 3っの林型に区分することができる。これらがモザイック状に分布して一団の極相植生を形成して
 いる。また,この林型はモミ林型→混交林型→落葉広葉樹林型→モミ林型という順序で循環約に変
 化する遷移系列を示す。
 二次遷移1コナラ・クリ林やアカマツ林などの二次林にそミが容易に侵入し,極相林に戻ろうと
 する様子がうかがわれる。この遷移の状態は東北大学櫓物園の自然植生に代表的なものが見受けら
 れる。こ㌧に出現する5つの群落のそれぞれにおいて増減する特徴ある種類群を?群に区分した。
 そして,これから,極相群落の退行によって二次群落が成立する過程や反対に二次群落から極網群
 落に回復する様子を追求した。
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むすび
の
 本論文は北限地帯におけるモミの分布地点を克閉に踏査し,その分布域が暖かさの指数85以上
 で.最深積雪1肌以下の地域に限定されることを確かめた。また,この地帯のモミ林の分籍域は標
 高10～500恥の範囲にあり、宮城県北部ではモミ林とブナ林との闘にブナ林の構成要素をもつ
 イヌブナ林が介在している。モミを含む森林で極相林に当るものでは?群落,二次林ではU群落
 を区分することができ,これらの群落の組成や構造を明らかにした。さらに代表的な極相林と二次
 林において,遷移の過程を探究した。前者では循環遷移によって極相状態が維持され,後妻では極
 相林の繰返しの伐採によってモミやイヌブナが失われるが,これを自然に放置するとモミは比較的
 容易に復帰するがイヌブナの回復は困難であることか分かった。
 以上のことからモミ北限地帯の極相林はモミ・イヌブナ林であり,これは暖帯常緑広葉樹林帯と
 暖帯落葉広葉樹林帯との間に成立する中間温帯林,つまりモミ帯を認めることができることを示す。
、
 一511一
 論文審査の結果の要量
 菅原亀悦提嵐の論文は東北地方の南部にある北際地帯のモミ塗含む森林の群落型.更新および生
 態学的性質について碩究した結果を記述したものである。
 まず詳しい実地踏査によってモミの天然分布の北限地帯は福島県陶武隅由地から宮城県に入り,
 その沿岸部から標高2GO～600mの奥羽山地山麓に達する軸をもって北上し,岩手県南部の前
 沢と大船渡を結ぶ線で止まっていることを確かめている。そして大船渡以北の三陸海岸沿いのもの
 や艮塞源沿岸の山形,秋田両県内のものは植栽木から自然繁殖したものであ9,したがってモミの
 天然分布の北限地帯は東北地方太平洋働の宮城県から岩手県南部に至る平地・丘陵地帯にあること
 を明らかにした。そしてこの北限の線は暖かさの指数85。の線に爾限の線は最深積雪100㎝の線
 にほぼ一致し,東北地方では温暖。寒雲の地域にあることを示した。
 次にこの北限地帯内で多くのモミを含む残存林について,種類組成にもとづく群落の類型化を行
 ない,極相林として5型2次林として10型の群落を区別することができた。極相林のうち1型は
 宮城県中南部沿爆地帯にあってウラジ律ガシを初め多くの常緑植物を含み常緑広葉樹林と見なすこ
 とができるが.他の珪型はイヌブナを多く含み下生には常緑の植物と落葉の植物が混生している。
 このことはモミ林が常緑広葉樹と落葉広樹林との推移帯を形成するという説を支持する。
 極相林が破壊された跡に成立する二次林として,スギ植林地にできるモミ・スギ林,コナラ・ア
 カマツの二次林にできるモミ・コナラ林やモミ・アカマツ林がある。
 次に階層構造や直径階分布にもとづいて森林の動態を調べたところ.モミ。イヌブナ極相林では
 モミ純林,モミー落葉広葉樹混交林,および落葉広葉樹林の3相があって,これらが循環しながら
 モミ林が維持されることを陽らかにしている。また二次林内にはモミは盛に侵入してモミ林へと発
 達できるが.イヌブナやイヌシデの侵入はほとんどなくモミーイヌブナ極相林への回復は極めて困
 難なことを示唆している。
 以上本論文はモミ林の生態学的研究を通して従来知られることの少なかった東北地方南部低地の
 森林植生の特性を弱らかにしたもので,植物生態学に多くの新らしい知見を提供している。
 よって菅原亀悦提鵠の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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